
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

川西まちなかテラス整備 

第４回川西町にぎわいづくり検討委員会 第３回ワークショップ まとめ 



                                                                                                 

                                    

   

                                     

                                                                           

 

■今回のワークショップの内容 

 テーマ①「にぎわいを生み出す実験に向けてアイデアを出そう」 

 

テーマ②「にぎわいを生み出す実験の企画を考えよう」 

 

〈実施概要〉 

  

 日 時：２０２４年１月２８日（日） 

場 所：川西町農村環境改善センター 大ホール 

 参加者：にぎわいづくり検討委員のみなさん（２１名）         

     渡部  桂  氏 東北芸術工科大学教授 

（メインアドバイザー・検討委員長） 

     小池 拓矢 氏 株式会社鈴木建築設計事務所設計戦略室長 

            （設計アドバイザー） 

     伊東  優  氏 ツキノワ合同会社代表社員 

（設計アドバイザー） 

川西町政策推進課（４名） 

 

 

〈タイムスケジュール〉 

 

 13:00～13:30 開場・受付 

    ～13:38  検討委員長あいさつ 

    ～13:50 これまでのＷＳの振り返り 

    ～14:00 にぎわいを生み出す実験について 

    ～15:22 ＷＳ（前半） 

        自己紹介・グループワーク（テーマ①）・発表 

    ～15:35 （休憩） 

～16:25 ＷＳ（後半） 

     グループワーク（テーマ②）・発表 

～16:40 まとめ  

     検討委員長の総評 

「にぎわいを生み出す実験」に向けた検討 個人のアイデアを班で膨らます作業 

膨らんだアイデアをグループ内で発表 「３Ｗ２Ｈ」を考えて企画を作成 

グループのイチ押しアイデアを全体で発表 １班の企画書「大きな折り紙アート」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■これまでの WSの振り返り 

【第１回 WS】 

令和５年７月２日（日） 出席委員 ２２名 

 テーマ①「中心市街地の可能性と課題の確認」 

 テーマ②「施設の使い方を考える」 

 

【先進地視察研修】 

令和５年８月１９日（日） 出席委員 １６名 

 視察先 新潟県三条市図書館等複合施設「まちやま」 

 

【第２回 WS】 

令和５年９月２４日（日） 出席委員 １４名 

 テーマ①「年間を通じた誰もが気軽に立ち寄れる 

施設機能や施設運営の在り方」 

 テーマ②「先進地視察研修を受けて 

取り入れたいアイデア」 



 

 

  
【第３回 WSの内容】ココから↓ 

■にぎわいを生み出す実験について 
 ・非日常のにぎわいを作り出すイベント 

企画⇒実験⇒検証⇒改良⇒企画⇒… 
 ・フルスペックではなく、簡単に出来るもの（少人数でも良いので、やってみる！） 
  ※今回は、既存イベントへ「新しいアイデアの追加」 

 ・地元の人に来てもらえるイベントを考える。 
 
■既存イベントの説明 

【講師】川西町こども食堂なかよしキッチン 
佐藤代表 

  〇なかよしキッチンの取組み 

  ・毎月イベントを実施 
⇒活動が定着している 

  ・ターゲットが明確 

⇒子ども、子育て世代等 
  ・食事会を実施 

⇒交流が生まれる、 

にぎわいにつながる。 

まちなかテラスでの活用を想定し、 

★にぎわいづくり検討委員会の実験として共催★ 

 
 

繰り返し
．．．．

が重要 



 

 

 

 

  

■テーマ①「にぎわいを生み出す実験に向けたアイデアを出そう」 
〇以下の課題を設定し、その解決に向けたアイデアを出すグループワーク 

①どうすれば、参加者同士（子ども同士、保護者同士）の横の交流を図れるか？ 

 ※相互交流 

②どうすれば、スタッフ及びボランティアが参加者とコミュニケーションを図れるか？ 

 ※参加者との交流 

③どうすれば、今まで来たことのない人にイベントに来てもらえるか？ 

 ※新規参加者の開拓 

④どうすれば、防災意識を高めてもらえるか？  ⑤その他（自由課題を設定） 

 ※頻発する災害への備え 

 

【ワークシートの説明】 

１．課題の設定（シート中央に記載） 

２．自分で課題解決のアイデアを考える。 

３．班の人と交換。別の人が考えたアイデア 

に追加で新しくひらめいたアイデアや 

膨らませたアイデアを出す。 

４．さらに別の人と交換して、２を繰り返す。 

５．元の人にシートを返す。 

６．アイデアを発表（班でアイデアを共有
．．．．．．．

） 



 

  

みんなのアイデアで 

膨らんだワークシート 

  

 
 

どうすれば、儲かるか？ どうすれば、参加者とコミュニケーションを図れるか？ 

どうすれば、新規参加者を開拓出来るか？ どうすれば、たくさんの人に知ってもらえるか？ 



 

 

 

 

 

 

  

■テーマ②「にぎわいを生み出す実験の企画を考えよう」 

〇グループワーク１で出たアイデアを実現するための企画書を作ってみる。 

今回の【３Ｗ２Ｈ】 

 ・なぜ Why（目的・趣旨） ・誰に Whom（ターゲット） 

 ・何を What（イベント名・内容） ・いくらで How much（準備物・必要経費） 

 ・どうやって How（成功に導くための演出・アイデア） 

〇企画書（概要） 

【１班 折り紙アート】 

みんなで大きな折り紙を作り、 

参加者同士横の交流を図る。 

【２班 昔遊び】 

参加者が先生になり、世代を超 

えたコミュニケーションを図る。 

参加者みんなで１つ

のものを作り上げる

ところがポイント 

おおじいちゃん、お

ばちゃんも一緒に子

どもたちと交流が図

れるのがポイント 



 

【３班 子ども銀行】 

町特産「紅大豆」をお金に見立て、 

イベントで働いた対価として活用 

   

 

 

 

 

 

 

■まとめ 

・アイデアがいっぱいあっても続かせる工夫が必要 

・仲間をたくさん増やすことが大事（一緒にする人、 

好きそうな人）⇒にぎわいにつなげる。 

・実験しながら町のにぎわいを考えていければいい 

 新しい考えを次年度以降につなげていきましょう。 

【４班 防災食 Cafe】 

 実際の防災食を試食したり、講 

座を開いて防災意識を高める。 

儲ける仕組みを

楽しみながら学

ぶのがポイント 

子どもと一緒に防

災意識を高めるこ

とがポイント 

■にぎわいお試しイベント（予告
．．
） 

【日時】令和６年３月２４日（日）AM 

川西町こども食堂なかよしキッチンと 

共催で実施 

【場所】川西町農村環境改善センター 


